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　実行計画の策定　

「第2次とよなか水未来構想」に掲げた6つのめざすべき将来像を実現していくために、
第4章に示す具体的施策の進捗状況を表すものとして、引き続き「実行計画」を策定します。
実行計画では、施策ごとの取組項目をはじめ、取組内容や管理指標、目標値、関連指標、
財政計画を明記します。
実行計画の計画期間は、「1期3年」を基本とします。また、上下水道事業を取り巻く
社会環境の変化や取り組みの途中で新たに生じた課題や、それをふまえた財政への影響な
どをできるだけ的確に反映させるために、ローリング方式※により毎年度、実行計画を再
編成します。この過程において毎年度、料金・使用料水準の妥当性についても検証します。

計画体系と計画期間
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　計画のフォローアップ　

「第2次とよなか水未来構想」は、計画期間が平成30年度（2018年度）から令和9
年度（2027年度）までの10年間と長期にわたることから、社会環境の変化や達成状況
などを踏まえたフォローアップを3年ごとに行います。
また「実行計画」の取組結果については、毎年度、評価および検証を行うとともに、ホー
ムページ等を通じて分かりやすく公表します。

　アセットマネジメント※手法の導入　

持続可能な事業を実現していくためには、施設のライフサイクル全体を見据えた中長期
的な視点を持った事業運営が必要不可欠となっています。
将来にわたって安定的に事業を継続していくために、アセットマネジメント※手法に基
づき、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上を図っていきます。

アセットマネジメント※実践のイメージ

令和９年度までの計画第 2次とよなか
水未来構想




